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＜目 的＞

＜方 法＞

＜経過報告及び今後の方向性＞
過去に分析できなかったものを含めた5つの食品に、設定した濃度になるように甘味料

を添加して測定した結果、食品に含まれる成分の影響を受けることなく厚生労働省から示
された方法と同等の結果を得ることができた。
今後はコスト削減のため、安価な代替試薬の探索と分析の正確さ等の実用性の確認を行う。

これまでの甘味料の分析は
【サッカリン（SA）とアセスルファムカリウム（AK）】、

【アスパルテーム（APM）】に分けて行っていた

研究により3つの甘味料が同時に
分析できるようになった！
装置も消耗品も半分で済む
しかし・・・精度がよくない
今のままでは使えない

精度もよい同時分析法にして
実際に使えるようにしたい！

現在ここ

分析装置（HPLC）
移動相（分析に使う液体）の組成やカラムの種類など
の複数の組み合わせを試した結果、
精度のよい分析条件を見つけることができた。

図にすると

この2か所の条件を検討

SIMADZU社 HPより引用

いちごジャムに甘味料を
添加した試料の測定データ

現行法及び改良前との比較（添加回収試験）

現行法：厚生労働省から示された方法


